
●鳥類
・カモ目がオナガガモのみで12月と比べて激減していますが、要因はわかりません。
・水辺の鳥類としてはイソシギの投稿がありました。留鳥ですが、この時期、特に
目に付きやすいことがわかります。

・4月、12月に続いて希少種のクイナが記録されたほか、オオタカの若鳥も投稿
されています。

・冬鳥（漂鳥を含む）として、シロハラ、ルリビタキ、ジョウビタキ、アオジが
投稿されましたが、例年に比べて種数、件数ともに少なめです。今シーズン、
関東平野部において冬鳥の渡来数が全体に少ないことと相関していると考えら
れます。

●昆虫
・カブトムシの幼虫の投稿がありました。

●植物【調査対象種】

・タマノカンアオイの開花時期は通常4月頃であり、1月の開花は大変珍しい記録です。

●植物

・外来種のオオカワヂシャ（特定外来生物）とムラサキツメクサも季節外れの開花現象

を捉えています。

・一方で、シモバシラの氷柱、ウメの開花はこの時期ならではの観測記録といえるで

しょう。
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アオサギ【森野】 アオジ【原町田】 アオジ（ ）【野津田】

アオジ/シジュウカラ/メジロ
【森野】

イソシギ【根岸】 イソシギ【能ヶ谷】

イソシギ【森野】 オオタカ（幼鳥）【高ヶ坂】 オナガガモ【森野】

カワセミ（ ） 【図師】 カワセミ（ ）【野津田】 カワセミ【南大谷】



カワセミ【南大谷】 カワセミ【南大谷】 キジバト【玉川学園】

クイナ【南大谷】 コゲラ【高ヶ坂】 コサギ【図師】

シジュウカラ【成瀬】 ジョウビタキ（ ）【森野】 ジョウビタキ（ ）
【玉川学園】

ジョウビタキ（ ）
【玉川学園】

シロハラ【原町田】 スズメ【玉川学園】



ダイサギ/コサギ【南大谷】 ハクセキレイ【玉川学園】 バン（若鳥）【森野】

バン（親子）【南大谷】 ホンセイインコ【高ヶ坂】 ムクドリ【高ヶ坂】

メジロ【高ヶ坂】 メジロ【森野】 メジロ【玉川学園】

メジロ【野津田】 メジロ【玉川学園】 モズ（ ）【図師】



ヤマガラ【南大谷】 ルリビタキ（ ）【本町田】 カブトムシ（幼虫）
【金井】

タマノカンアオイ【西成瀬】 ウメ【玉川学園】 オオカワジシャ【大蔵】

シモバシラ【木曽西】 ムラサキツメクサ
【三輪緑山】
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